
町の人　口
（40．9月末現在）

人　口　33，029
男　　16，447
女　16，582
世帯数　7，542
前月との比収．
人ロー399．世帯－111

11月10。（－9朋）

雷Ｎｏ．218■

毎月1回各家庭に配布

－

－ 　ヽ　 ＝＝ ・・

あ
な
た
の
名
前
は
？

週
挙
人
名
簿
を
確

か
め
て
く
だ
さ
い

た
だ
い
ま
、
こ
と
し
の
九
月

十
五
日
現
在
で
作
成
し
た
」

「
基
本
瑠
挙
人
名
簿
」
轟
覧

し
て
い
ま
す
。
十
一
月
十
九
日

ま
で
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

縦
覧
場
所
は
役
場
で
す
が
、
駐

在
員
さ
ん
宅
に
も
耳
を
お
い
て

お
り
ま
す
。

も
ｔ
こ
の
轟
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
と
、
こ
と
し
の
±
一

月
二
十
一
日
以
後
一
年
間
の
選

挙
で
投
票
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ご
鬼
に
な
っ
て
登
録
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
り
、
誤
戟
が
あ
っ

た
と
き
は
、
十
一
月
十
九
日
ま

で
に
役
場
内
通
草
管
理
肇
員
金

へ
届
出
て
く
だ
さ
い
。
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丸
あ
ふ
れ
た
水
巻
ま
つ
り

さ
わ
や
か
な
文
化
の
日

町
制
功
労
者
な
ど
表
彰

文
化
の
日
、
十
一
月
三
日
を
中
心
に

町
で
は
「
水
巻
ま
つ
り
」
を
行
な
い
ま

し
た
。十
月
二
十
二
日
か
ら
二
士
ハ
日
ま
で

は
「
産
業
ま
つ
り
」
。

「
不
況
な
ど
気
力
で
吹
き
飛
ば
せ
。

け
ま
こ
そ
績
極
的
に
／
」
と
ば
か
り
・

商
工
会
で
は
遠
賀
、
岡
垣
ま
で
宣
伝
車

を
く
り
出
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
成
功

さ
せ
ま
し
た
。

農
家
の
方
た
ち
は
、
稲
か
り
を
ひ
か

え
て
、
秋
晴
れ
の
「
日
を
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
で
楽
し
み
、
じ
ま

ん
の
農
産
物
の
屠
不
を
競
い
ま
し
た
。

十
．
一
月
三
日
、
菊
か
お
り
、
さ
わ
や

か
な
こ
の
日
、
町
民
会
館
で
は
式
典
が

行
な
わ
れ
、
町
政
功
労
者
、
善
行
者
の

表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
ー
た
。

こ
と
し
の
尊
行
者
は
、
敬
老
の
杖
を

毎
年
考
人
に
嬰
鼠
て
．
い
る
麻
箇
治

氏
、
人
命
救
助
の
膏
艮
英
一
君
ら
五

君
。
町
政
功
労
者
と
し
て
、
小
林
直
子

氏
ら
三
十
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
伊

披
表
彰
者
氏
名
（
敬
称
略
）

☆
苦
行
者

○
麻
生
国
治
（
鯉
口
区
）

氏
は
、
昭
和
三
十
四
年
か
ら
、
毎

年
、
敬
老
の
意
を
こ
め
て
、
老
人
に

治
木
順
一
（
下
一
両
住
）
、
田
中
借

（
下
二
町
住
）
、
柳
鶴
雄
一
（
下
二

町
住
）
、
以
上
下
二
小
児
童
。

四
君
は
、
九
月
二
十
八
日
伊
佐
座

農
業
用
水
路
で
、
お
ぼ
れ
て
い
る
幼

児
を
救
助
し
た
も
の
。

対
し
「
枚
」
を

贈
り
、
老
人
か

ら
大
変
革
こ
ぼ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
「
杖
」

は
、
自
分
で
九

重
、
皿
倉
、
彦

山
な
ど
に
登
ら

れ
、
原
木
を
持

ち
帰
り
、
つ

ぎ
の
年
ま
で
に

手
入
れ
を
さ
れ

「
杖
」
に
作
り

あ
げ
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

○
音
艮
英
一
（
下

二
町
住
）
、
加

督行を賞され表彰される麻生国治氏（鯉口区）

○
旧
中
濱
（
下
二
町
住
）

同
君
は
、
二
月
十
四
日
下
二
の
野

つ
ば
に
落
ち
た
友
達
を
、
す
ぐ
に
近

所
に
知
ら
せ
救
助
し
た
。

☆
永
年
勤
続
功
労
者

○
小
林
直
子
（
伊
佐
座
）

社
会
教
育
委
負
、
譲
鼻

○
持
永
辰
雄
（
机
社
宅
）

社
会
教
育
委
員

○
石
橋
豊
蔵
（
若
松
区
）
　
教
育
長

○
杉
本
昭
　
（
吉
田
区
）
、
中
原
敏
夫

（
上
二
）
、
内
田
克
巳
（
書
賀
区
）

消
防
団
員

○
青
田
博
基
（
若
松
区
）
、
塚
原
康
親

（
頃
未
）
、
行
正
春
俊
（
頃
末
）
、

古
海
正
治
（
下
二
町
住
）
、
田
中
和

子
（
下
二
町
住
）
、
村
上
節
子
（
八

幡
区
）
．
、
船
津
昭
雄
（
下
二
町
住
）

角
田
久
美
子
（
高
松
区
）
、
盛
田
節

雄
　
（
下
二
町
住
）
、
原
田
ハ
ル
エ

（
下
二
町
住
）

町
職
員

☆
教
育
功
労
者

○
太
田
淑
子
（
下
二
小
）
、
神
田
静
子

（
下
二
小
）
、
桧
丸
文
子
（
下
二
小

）
、
田
中
音
久
子
（
下
二
小
）
、
原

田
季
（
頃
未
小
）
、
佃
義
光
（
机
小

）
、
豊
沢
登
章
（
机
小
）
、
中
村

カ
オ
ル
（
猪
熊
小
）
、
坂
本
寛
志
（

南
中
）
、
秋
吉
澄
子
（
画
甲
）

学
校
教
員

○
松
本
孝
行
（
鯉
口
区
）

社
会
教
育
振
興
に
多
年
に
わ
た
り

つ
く
さ
れ
た
。

☆
社
会
福
祉
功
労
者
・

〇
丸
山
銀
造
（
中
央
区
）

民
生
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

社
会
福
祉
の
増
進
に
つ
く
さ
れ
た
。

、家を建てたときの税金
不動産取得税

課税されません。
（可住宅を新築するために取
得した土地は、その土地の
上に1年以内に住宅を新築
すれば、ふつう150万円ま
での価格に対する税宅酎こつ
いては、減額の規定があり
ます。
※この（叫の場合は、（イ）′－ト）の
吻合と違って申請をしなけれ
ば減額されませんから注意し
て’ください。

Ｃ例〕あなたが、住宅専用の
家を建てたとき。
150以下の家慶　無税
180万円の家屋の場合
180万円－150万円＝30万円

儒程）（望窒遭露）

30万円×　孟－9・000

（貰箪）（税率）（霞是露）
となります。
ですから、あなたが家を噂
てる場合、数百万円もする家
を鶴てないかぎり、「不動産
取得税」は、そうたかくない
と考えられてよいでしょう。

近ごろ、退職者の方が「家
を建てるのだが、そのとをの
税金は9－1と・，皐く問われま
す．；．
顔薗新築したり、貰ったり
土地を買ったときは、「不動
産取得税」・が県から害果税され
ます。．・この「不動産取得税」
をかんたんに説明しますと…
税与頓は、土地、家屋の価
格に、税率100分の3をか
けたものです。しかし、つ
ぎの場合は課税されません
（イ）取得価格が、5万円以下
の土地。
（ロ）建築した家屋の場合で、
取得価格が、1戸につき8
万円以下の家屋。
Ｈ建築以外の方法で得た家
屋の場合で取得価格が、1
戸につき5万円以下の家屋
ト）住宅用の新築家屋の場合
は、取得価格が、150万円
以下の家屋。
※あなたが家を建てる場合、
住宅専用の革であれば、．150
万円以下で建てると、不動産
取得税は、このト）に霞亥当して

あ
と
か
ら
の
め
ん
ど
う
は
こ
兎
だ

ま
ず
境
界
を
定
め
建
築
を

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
、
道
路
に
商
品

を
な
ら
べ
た
り
、
日
よ
け
を
つ
き
だ
し

た
り
し
て
、
道
路
嘗
分
の
土
地
の
よ

う
に
使
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。ま
た
、
と
な
り
の
土
地
と
の
境
界
の

決
定
も
し
な
い
ま
ま
「
へ
い
」
を
作
っ

て
し
ま
っ
た
り
し
た
こ
と
は
。
…
…

近
ど
ろ
の
よ
う
に
、
「
家
」
が
ど
ん

宮
田
の
こ
本
村
に
建
設
さ
れ
て
い
た
「
町
立
第
二
保
育
園
」

が
、
十
一
月
一
日
い
よ
い
よ
開
園
し
ま
し
た
。
約
八
百
三
十
平
方

メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
弁
色
の
屋
根
、
蜜
が
・
つ
す
い
ピ
ン
ク
色
に
ぬ

ら
れ
た
明
る
い
感
い
あ
首
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
で
す
。
・

大
事
な
お
こ
さ
ん
の
保
育
を
あ
ず
か
る
た
め
に
、
小
さ
な
と
こ

ろ
ま
で
気
の
く
ぼ
ら
れ
た
設
備
が
整
っ
て
お
り
、
工
事
費
Ｉ
ｒ
庸
晶

費
で
約
九
官
万
円
が
か
か
り
声
し
た
。

さ
虜
／
安
心
し
て
お
勤
め
に

第
二
保
育
園
完
成

お
も
な
設
備
は
、
夢
虫
て
保
育
室
ニ
、
乳
児
畠
一
で
、
明

る
い
サ
ン
ル
ー
ム
も
あ
り
、
も
っ
そ
の
中
い
っ
ぱ
い
に
、
元
気
な

園
児
の
声
が
ひ
び
い
て
い
ま
す
。
（
写
真
（
上
）
完
成
し
た
軍
一

保
育
園
（
下
）
「
保
母
の
せ
ん
せ
い
の
い
わ
れ
る
こ
と
を
よ
く
善

い
て
、
ｌ
お
り
こ
う
に
、
元
気
に
遊
ぶ
ん
だ
よ
」
「
う
ん
。
こ
ん
な

に
お
暫
っ
や
も
、
遊
び
場
も
あ
る
ん
だ
も
の
」
西
尾
園
長
と
園
児

の
開
園
式
で
の
ご
あ
い
さ
つ
）

ど
ん
建
つ
と
、
こ
れ
に
つ
れ
て
、
こ
の

よ
う
な
苦
情
が
多
く
役
場
に
も
ち
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

道
路
や
河
川
は
、
み
な
さ
ん
の
生
活

が
少
し
で
も
快
適
に
な
る
よ
う
に
整
備

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

「
少
し
ぐ
ら
い
は
い
い
だ
ろ
っ
」
一
「
こ

こ
ま
で
は
自
分
の
土
地
だ
か
と
と
、

か
っ
て
に
工
作
物
を
つ
く
る
と
、
あ
と

か
ら
．
い
ざ
こ
ざ
．
が
お
こ
る
も
と
に

な
れ
ま
す
。
「
へ
い
」
や
・
「
石
垣
」
を

築
ノ
｝
喜
ば
、
ま
ず
役
椴
豆
合
い
の

も
と
に
境
界
を
定
め
ま
し
ょ
う
。
安
心

し
て
、
気
持
よ
く
エ
串
が
で
き
る
よ
う

ど
相
映
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
で
も
、
河
川
で
も
、
町
が
管
理

し
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
Ｊ
属
や
国
が

管
逸
し
て
い
る
も
の
聖
子
。
そ

の
う
う
む
か
し
か
ら
普
鐘
と
か
、

農
道
と
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
役

場
の
窓
口
に
お
聞
合
せ
く
だ
せ
い
。
係

か
ら
く
わ
し
く
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

「
家
」
を
た
て
た
り
、
「
へ
い
」
を

作
っ
た
り
す
る
と
き
は
、
せ
ず
と
な
り

の
土
地
と
の
境
界
を
、
関
係
者
か
立
会

い
の
う
え
定
め
て
か
ら
作
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

航空ショー
11、21・自衛隊芦屋基地で

航
空
自
衛
隊

芦
屋
基
地
で
は

開
庁
五
周
年
妃

念
日
を
十
一
月

二
十
一
日
に
む

か
毒
す
．

こ
の
日
は
基

地
内
で
、
い
ろ

い
ろ
の
催
し
を

行
な
い
、
み
な

さ
ん
の
見
学
を

宴

し

て

い

ま
す
。

こんなことはいけません

プ
ロ
グ
ラ
ム

妃
重
訂
誕
一
〇
、
（
×
）
～
一
〇
、

三
〇
観
閲
式
な
ど

絹
隊
飛
行
一
〇
、
三
五
～
一
〇
、

四
訂
各
積
尊
顔
に
よ
曇
余

儀
行

フ
ア
ッ
シ
ー
ド
リ
ル
一
〇
、
三
〇

～
三
、
一
〇
ド
リ
ル
実
演

て
′
互
⊥

旦
洩
接
三
〇
救
雛
救
助
の
各
飛
行

綱
隊
飛
行
　
〓
∵
呈
千
二
五

〇
．
米
海
軍
各
積
、
豊
頭
超

低
速

模
型
飛
行
機
大
会
　
〓
「
（
8
～

〓
「
三
〇

対
埠
次
鍛
飛
行
　
〓
こ
、
一
〇
～
一

三
、
三
〇
　
Ｆ
8
6
に
よ
る
攻
撃
飛

行
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
　
〓
こ
、
四
〇

・
～
一
四
、
0
0
　
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト

飛
行

絹
陵
荊
行
　
百
、
〇
五
～
遠
、

一
五
悲
専
横
の
紺
等
飛
行

空
中
給
油

特
殊
飛
行
二
四
、
二
〇
～
一
四
、

三
〇
三
〇
四
に
よ
る
上
昇
飛
行

ほ
か

磐
義
地
上
展
示
九
、
宍
Ｙ
一
一

四
、
三
〇
峻
海
空
各
種
告
歳
．

童
備
品
展
示
　
九
、
Ｒ
Ｔ
一

四
、
三
〇
火
砲
近
代
装
備
品
な

ど
嘉
影
大
会
一
〇
、
三
？
一

四
、
0
0
　
モ
デ
ル
多
数

誓
唐
声
嵐
基
地

前
日
の
二
十
日
に
は
、
葺

用
金
輝
即
Ｐ
崖
軍
備
に
、
十
五

時
二
十
五
分
ど
ろ
嘉
の
市
甲
行

過
が
あ
り
ま
す
。

賞
品
を
受
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い

平
川
紫
峰
さ
ん
（
士
塁
）
、
未
藤
万
　
本
名
が
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
お
送
り

草
さ
ん
（
頃
米
）
、
水
曹
ろ
り
に
応
で
書
苺
ん
。
教
書
貴
会
尊
層

寡
さ
れ
た
作
品
が
入
選
し
て
い
ま
す
。
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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私
た
ち
を
お
手
本
に

十
五
年
も
無
事
故
で
運
転

「
交
通
戦
争
」
こ
の
こ
と
ば
の
と
お
　
新
鹿
署
の
管
内
で
も
、
こ
と
し
九
月
　
こ
の
交
通
地
獄
の
中
で
、
小
さ
な
革

り
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
切
放
は
、
ま
で
に
起
き
た
交
通
事
故
が
、
も
っ
七
故
；
起
こ
さ
ず
に
、
何
年
も
の
間
、

軍
茨
大
戦
の
死
傷
者
の
数
と
比
べ
ら
百
八
件
、
死
者
が
二
十
人
に
も
な
っ
て
確
実
な
ハ
ン
ド
ル
さ
ば
景
轟
け
て
こ

れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
た
人
た
ち
が
、
交
通
安
全
協
会
か

表
彰
者
氏
名
（
敬
称
略
）

十
五
年
以
上
無
事
故
者

安
東
正
太
（
古
賀
）
　
島
崎
清
音
（

頓
未
）
　
篠
崎
増
美
（
宮
田
三
）

十
年
以
上
無
事
故
者

大
林
正
一
（
吉
田
二
）
　
高
倉
穂
穣

（
頃
未
）
　
平
田
一
（
猪
熊
）
　
政

時
穣
蔵
（
梅
ノ
木
）
　
永
谷
錦
雄
（

緑
野
社
宅
）

五
年
以
上
無
書
故
者

㊥
競
技
職
種

鋳
鋼
鋳
物
工
、
機
械
検
査
工
、
鉄
工

時
計
修
理
工
、
変
圧
器
組
立
工
、
配

電
盤
組
立
工
、
洋
裁
工
、
畳
工
、
建

築
大
工
、
家
具
工
、
建
具
工
、
木
型

工
、
椅
子
張
り
工
、
機
械
製
凶
工
、

構
造
物
税
図
工
、
凸
版
印
刷
工
、
オ

フ
セ
ッ
ト
印
刷
工
、
活
版
整
版
工
、

凸
版
写
真
製
版
工
、
ラ
ジ
オ
テ
レ
ビ

條
理
工

れ
ぞ
れ
の
道
の
専
門
家
を
そ
ろ
え
．
「
柵
す
。

の
間
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
づ
ね
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
耶れ

婦
人
相
談
所
が
開
催
さ
れ
ま
す
　
　
　
闘描Ｈ

女
性
の
方
で
・
日
ご
ろ
人
に
帝
さ
れ
人
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
葦
か
ら
、
間

な
い
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
を
お
も
ち
気
軽
に
ど
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
一
一ｍ

の
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
そ
の
日
に
解
決
で
き
な
い
こ
と
に
は
一
一

′
し
－
ノ
ー
け
・
－
べ
．
．
し
．
．
一
Ｊ
リ
ー
．
．
、
．
「
／
．
ウ
｛

県
婦
人
相
雛
所
の
主
催
で
・
女
性
に
か
な
ら
ず
文
筆
宴
し
・
地
区
婦
人
醐
学
校
に
勤
務
す
る
用
務
鼻
宴
楽
し
て

関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
き
、
そ
相
談
員
が
そ
の
後
も
ど
相
鋲
に
の
豊
㌫
い
ま
す
。

ら
昭
和
四
十
一
年
二
月
十
三
日
そ
　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
賓
課
に
お
た

唱
琵

学
校
用
務
員
を
募
集
し

て
い
ま
す

水
巻
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
小

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

水
巻
町
か
ら
は
、
十
五
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
か
み
な
さ
ん
、
運
転
の
ベ
テ

ち
ラ
ン
ば
か
り
。
中
に
は
、
十
五
年
以
上

た
も
無
事
故
の
方
が
三
人
も
お
ら
れ
ま

（
猪
熊
）
　
井
上
憲
治
（
頃
未
）

石
沢
清
美
（
頃
未
）
　
大
久
保
隆
（

樋
口
）
　
久
保
田
正
美
（
机
社
宅
）

岡
有
秀
（
古
賀
）

弓
削
徳
人
（
富
ニ
）
田
口
嘉
㊥
資
格
毎
二
級
の
按
鰭
検
定
人
共
同
相
撃
が
開
か
れ
ま
す
。

す
。
轟
転
の
秘
決
は
と
、
問
う
と
「
ま

ず
安
全
運
転
。
少
し
ば
か
り
急
い
で

ほ
も
、
目
的
地
に
着
く
の
に
時
間
は
た
い

を
し
て
か
わ
り
ま
せ
ん
よ
。
前
の
車
を
追

脾
い
ぬ
こ
う
・
早
く
・
早
く
ｌ
と
思
っ
て
も

の
い
ら
い
ら
し
て
事
故
の
も
と
で
す
よ
」

転
と
の
答
え
・

交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
皆
さ
ん
の

事
ひ
と
り
ひ
と
り
が
運
転
者
に
な
っ
た
と

無
き
懸
嘗
ろ
ん
、
歩
行
者
の
と
き
で
も

技能五輪へ出場を

検定も兼ねています

福
岡
県
按
髄
競

技
大
会
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
こ
の
競
技
大
会

は
、
技
髄
検
定
の

実
技
試
験
と
、
来

年
七
月
、
オ
ラ
ン

ダ
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト

市
で
開
催
さ
れ
る

技
能
五
輪
大
会
の

出
場
選
手
の
選
考

交
通
法
規
を
よ
く
守
る
こ
と
で
す
。
皆
と
憲
ね
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
・

の
受
験
資
格
爵
肴
す
る
者
。
た
だ
し

．
鉄
工
、
配
電
盤
組
立
工
、
建
築
大

工
、
家
具
工
、
建
具
工
、
木
型
エ
」

搬
械
製
図
工
、
ラ
ジ
オ
テ
レ
ビ
修
理

工
に
つ
い
て
は
、
ニ
級
の
受
験
資
格

を
有
し
な
い
者
で
あ
っ
て
も
、
昭
和

二
十
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
二
十
二

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
者
は
二
級
と
同
じ
く
参
加
で

き
ま
す
。

㊥
参
加
申
込
手
続

①
申
込
先
福
岡
県
職
業
訓
練
所

・
①
受
付
期
間
昭
和
四
十
年
十
一
月

十
五
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で

⑨
参
加
料
．
一
級
⊥
「
0
0
0
円

二
級
　
二
八
〇
〇
円

臭
腺
間
の
問
題
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ

ざ
、
戸
籍
や
年
金
な
ど
法
律
の
開
墾

ど
ん
な
こ
と
で
も
け
っ
こ
う
で
す
、
個

と
　
き
　
十
一
月
十
七
日

五
時
・

と
こ
ろ
　
町
民
会
館

糊
　
希
望
者
は
、
十
一
月
十
八
日
ま
で
に

Ｈ

九
時
～
十
一
瑠
璃
琵
鳥
賎
局
（
頃

…
◎
資
格
夫
婦
者
で
・
十
万
盲
現

．
3
　
　
在
三
十
五
才
か
ら
五
十
才
ま
で

家

庭

の

幸

福

は

健
康
な
母
体
か
ら
＝

Ｕ
　
　
の
者
。
学
歴
は
と
い
ま
せ
ん
。

醐
◎
給
与
二
万
円
程
度
。

Ｈ

闘
　
生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用

…

誓
、
該
当
児

「
家
族
計
画
」
こ
の
言
葉
は
、
家
庭

が
親
も
、
子
も
、
皆
が
健
康
に
恵
ま

れ
、
繁
栄
す
る
よ
う
に
家
族
の
あ
り
方

を
考
え
、
計
画
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

に
は
・
こ
れ
か
ら
新
ら
し
く
家
族
に
姐

わ
る
者
－
新
ら
し
く
生
ま
れ
る
小
供
－

が
適
当
な
時
掛
に
授
か
り
、
す
こ
や
か

に
育
つ
よ
う
に
す
る
の
が
主
な
目
的
と

さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
交
通
安
全
を
　
日
ご
ろ
自
慢
品
を
ふ
る
っ
て
ど
参
※
競
技
は
一
級
三
級
に
わ
け
て
行
な
な
り
ま
す
。

心
が
皆
Ｃ
よ
う
・
　
　
　
　
加
を
／
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
・
昭
和
四
と
年
貢
九
日
か
　
子
供
が
仕
草
れ
て
く
る
数
は
、
年
々

▼

ｔ

Ｊ

．

ｉ

Ｕ

イ

′

’

」

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｒ

Ｅ

Ｌ

も

□
十
一
月
の
健
康

冬
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
に
は
、

ま
ず
寒
さ
に
耐
え
う
る
体
力
を
つ
く

る
こ
と
で
す
。

こ
の
ご
ろ
、
や
た
－
．
芦
東
養
剤
を

飲
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
普
通
の

体
で
は
、
柴
よ
り
も
．
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を
十
分
と
る
こ
と
が
た

い
せ
つ
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
草
と
は
…
…
。

①
池
成
人
で
は
．
、
毎
日
大
さ
じ
で

二
～
三
ば
い
（
三
十
～
四
十
グ
ラ

ム
）
は
ぜ
ひ
と
り
た
い
も
の
で

す
。
そ
れ
も
で
き
る
だ
け
生
の
ま

ま
の
池
が
効
果
的
で
す
。
そ
れ
に

は
酢
池
に
し
て
野
菜
を
食
べ
る
の

が
最
高
で
し
よ
う
。

⑧
有
色
野
菜
　
に
ん
じ
ん
．
∴
．
ロ
チ

ン
を
多
量
に
含
ん
で
い
ま
す
し
、
、

そ
の
他
の
色
の
つ
い
て
い
る
野
菜

を
で
き
る
だ
け
生
の
ま
ま
、
パ
リ

バ
リ
食
べ
る
こ
と
で
す
。

⑧
牛
乳
と
た
ま
ご
は
と
く
に
優
秀
食

品
で
す
。

で
ん
ぷ
ん
質
は
、
カ
ロ
リ
1
化
す

る
た
め
に
Ｂ
ｌ
が
必
要
で
す
か
ら
、

ご
ほ
ん
類
は
少
な
め
に
、
パ
ン
や
め

ん
類
を
食
べ
る
こ
と
で
す
。

は
、
ど
主
人
が
分
担
し
て
、
と
も
か

く
早
目
に
す
ま
せ
る
こ
と
で
す
。
す

ぐ
十
二
月
が
や
っ
て
き
ま
す
か
ら
。

と
く
に
観
葉
植
物
で
熱
帯
性
の
も
の

は
、
い
ち
ど
糟
に
当
て
る
と
枯
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

ヽ
バ
　
°

Ｉ
ｈ
Ｖ口
火
の
用
心

二
土
ハ
日
か
ｈ
火
災
予
防
運
動
が

始
ま
り
ま
す
。
抽
以
外
の
火
は
、
水

．
な
に
が
な
ん
で
も
火
の
用
心
．
に

あ
る
こ
と
を
．
み
ん
な
が
し
っ
か
カ

心
得
て
お
く
こ
と
で
す
。

口
農
繁
期
の
防
犯

秋
の
と
り
い
れ
が
い
よ
い
よ
侶
じ

ま
り
ま
す
。

一
年
の
苦
労
が
み
の
っ
て
、
農
家

の
み
な
さ
ん
は
収
穫
の
よ
ろ
こ
び
に

ひ
た
る
と
き
で
す
。
．

し
か
し
、
と
の
時
期
は
、
ゆ
だ
ん

十
一
甘
く
、
ら
し
の
手
帖

．
重
労
働
を
す
る
人
た
ち
は
、
そ
の

曇
を
ふ
や
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す。ｒ

□
防
寒
準
備
は
早
め
に

天
候
も
不
順
が
ち
な
十
一
月
の
こ

と
、
冬
仕
度
に
心
は
せ
か
れ
て
も
な

か
な
か
患
う
孝
つ
に
い
き
ま
せ
ん
。

衣
類
の
準
備
は
主
柵
の
つ
と
め
で

も
、
曖
房
器
具
な
ど
の
手
入
れ
や
、

魔
の
植
木
、
草
花
の
摺
よ
け
な
ど

で
消
す
の
が
い
ち
ば
ん
で
す
。
寝
る

前
に
、
バ
ケ
ツ
い
っ
ぱ
い
の
水
を
か

な
ら
ず
汲
ん
で
霊
懐
を
つ
け
て

く
だ
さ
け
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
う

・
家
底
で
は
、
粉
末
消
火
器
を
ぜ
ひ
備

え
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

火
災
の
大
部
分
は
不
注
意
か
ら
お

こ
り
ま
す
。
心
の
す
き
ま
か
ら
恩
わ

ぬ
事
故
を
ひ
き
お
こ
し
ま
す
‥

火
災
予
防
と
は
…
…
　
儀

の
で
き
な
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

一
家
そ
ろ
っ
て
、
田
畑
に
で
て
働
い

て
い
る
す
壷
に
「
あ
き
す
」
に
ね
ら

わ
れ
た
り
、
昼
の
つ
か
れ
か
ら
戸
じ

ま
り
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
た
め
に
、

ど
ろ
ば
う
に
入
ら
れ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
お
と
し
よ
り
や
、
こ
ど
も

さ
ん
の
留
守
番
に
つ
け
こ
ん
で
、

「
イ
ン
チ
キ
行
商
」
や
、
「
お
し
う

り
」
も
や
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
碁
つ
な
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意

を
し
ま
し
ょ
う
。

○
髪
膚
守
に
す
る
と
き
は
、
と
な

り
近
所
に
た
の
み
ま
し
ょ
う
。

○
戸
締
り
は
、
厳
東
に
し
ま
し
ょ

う
。

○
ま
と
ま
っ
た
お
金
は
、
貯
金
を
し

て
自
宅
に
お
か
な
い
ネ
つ
に
し
ま

し
ょ
う
。

Ｏ
「
押
売
り
」
は
、
場
合
に
よ
っ
て

は
「
か
っ
ぱ
ら
い
」
に
な
る
と
き

も
あ
り
ま
す
。
こ
と
わ
っ
て
帰
ら

な
か
っ
た
り
、
い
ん
ね
ん
を
つ
け

た
り
し
た
と
き
は
、
近
所
に
知
ら

せ
、
す
壷
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

口
狩
猟
シ
ー
ズ
ン
の

・
事
故
を
な
く
し
ま

し
ょ
う

十
一
月
一
日
か
ら
全
国
的
に
狩
猟

が
解
楽
に
な
り
ま
し
た
4
そ
う
快
な

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
が
あ
り
、
ハ

ン
タ
ｔ
も
多
去
っ
て
い
ま
す
。
「

面
猟
銃
に
よ
る
事
故
も
年
々
ふ
え
て

い
ま
す
。
つ
官
の
こ
と
に
注
意
を
し
て
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
①
人
の
い
る
方
向
に
、
銃
を
む
け
な

い
こ
と
。

⑧
農
内
で
は
、
袈
て
ん
し
な
い
こ
と

⑨
銃
は
、
床
の
間
・
納
屋
な
ど
に
放

か
な
い
で
保
管
に
易
注
意
す
る

こ
と
。

①
人
家
の
近
く
で
発
砲
し
な
い
こ
と

⑧
銃
の
使
用
前
後
に
は
、
必
ら
ず
残

．
弾
轟
か
め
る
こ
と
。

③
銃
を
使
用
す
る
前
に
、
銃
が
故
障

し
て
い
な
い
か
確
か
め
る
こ
と
。

①
銃
を
ひ
喜
ず
っ
た
り
、
銃
で
物
を

さ
が
さ
な
い
こ
と
。

①
火
薬
類
は
、
「
か
ギ
」
の
か
か
る

容
器
に
納
め
て
お
く
こ
と
。

⑧
銃
は
、
他
人
に
貸
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
猟
に
出
る
と
き
は
、
狩
猟

免
許
・
所
持
許
可
紅
は
必
ら
ず
も

っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

間日日川日日日日ＭＨＨ＝川＝Ｍｍｍｍ川ＭｌＨｌ

毎
月
第
「
躯
「
第

三
水
曜
日
Ａ
へ

十
四
時
～
ヤ
六
時

役
場
別
館

無
料

持
漕
鰻
滝
糟
既
習
欄
間
鋸
．
計
石
内
田
鹿
児
島
本
線
以

…
福
朋
溺
朋
詳
録
、
締
十
紹
鴎

…
行
な
っ
て
い
ま
す
。
気
が
る
に
相
隣
に

…
こ
ら
れ
る
こ
毒
お
す
す
め
し
ま

隅
ク
」
を
使
っ
て
の
、
料
理
嬰
を
行

Ｈ

脚
な
い
ま
す
．

…
健
婦
が
家
庭
に
う
か
が
い
個
人
指
導
も

…
い
た
し
ま
す
。

筒
の
方

〇
十
一
月
二
十
五
日
．
鹿
児
島
本
線
以

北
の
方

〇
時
間
同
日
Ｉ
ｒ
を
十
三
時
三
十
分

か
ら
十
五
時
三
十
分
ま
で
、

…
○
会
場
・
遠
賀
保
健
所

つ
ぎ
の
方
か
ら
」
社
会
福
祉
協
餓
会
へ
多
額
の
ど
寄
附
を
い
た
だ
童

し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
Ｌ
由
り
ま
す
と
と
も
に

故
人
の
ど
め
い
福
を
つ

っ
峯
蠣
鮨
畔
鵬
す
。

故故家故
知
故

ヒ
・
デ
様

鞍
／
人
様

と
ヂ
様

ウ
タ
ブ
様

ハ
　
ル
様

田黒大大野大
中瀬貝塚崎場
秀和寿睦滑重
雄明丸子一利
相棒様様様様

書下猪南新頃
田　　　松生
一二熊区街宋

…
体
を
い
た
め
た
り
、
問
い
小
供
を
生
ん

冊
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
諒
の

…
不
萎
ず
。
　
　
　
｛

Ｈ

　

．

藩
饗
揮
摘

受
胎
調
節
の
必
要
を
知
っ
て
い
な
が
脚
　
呈
服
用
し
た
赤
ち
ゃ
ん

ら
、
な
お
人
工
妊
娠
中
絶
を
行
な
っ
て
…
二
、
日
時
十
万
二
十
一
昔
十
四

時
か
ウ
エ
ハ
時
ま
で

縞
特
報
鮎
糟
竿
漂
役
場
別
甲

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
憲
∵
料
金
六
十
円
（
生
清
保
護
家
庭

イ

単
純
な
考
え
で
、
声
ｋ
の
た
り
の
蕃
刷
・
町
県
民
税
が
均
等
割
だ
け
の
幕
圧

し
む
貴
拝
に
と
ら
わ
れ
て
家
族
の
数
…
は
無
料
）

蟻
は
沌
滝
増
結
糟
惑
　
「
ス
キ
ン
ミ
ル
ク
」
を

使
っ
た
料
理
の
購
習
会

健
席
を
保
つ
た
め
に
必
要
な
栄
養
素

○
請
師
　
県
保
健
所
栄
養
士

○
習
料
は
細
料
で
す

○
特
別
に
都
合
の
赤
い
方
は
、
ど
ち
ら

の
日
に
参
加
さ
れ
て
も
締
稗
で
す
。

国
立
門
司
海
員
学
校
で

司
ち
ゅ
う
科
の
生
徒
を

募
集
し
て
い
ま
す

◇
司
ち
ゅ
う
科
と
は

船
舶
に
お
い
て
、
礪
理
、
サ
ー
ビ
ス

関
像
の
仕
草
を
す
る
も
の
で
、
本
校
に

お
い
て
三
ケ
月
の
偉
業
期
間
に
、
栄

華
食
品
、
調
理
、
サ
ー
ビ
ス
な
免
）

に
船
員
と
し
て
の
基
礎
的
な
専
門
知
軸

ヽ
．
ｔ
ヽ

を
お
さ
め
る
も
の
で
す
。

卒
業
後
は
外
国
航
路
の
船
舶
に
司
ち

ゆ
う
員
と
し
て
乗
船
し
害
す
。

◇
資
格
年
令
…
昭
和
四
十
這
二
月

盲
現
在
で
十
五
才
以
上
十
九
主
パ

ケ
月
未
満
の
も
の
。

学
歴
…
申
学
校
卒
巣
以
上
の
も
の
。

◇
受
付
期
間
　
昭
和
四
十
年
十
二
月
四

日
ま
で
。

◇
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
費
用
は
約
三

方
円
で
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
つ

ぎ
の
と
こ
ろ
に
お
た
づ
ね
ぐ
だ
さ

、
Ｊ
°

－
Ｖ

国
立
門
司
港
見
学
枚

門
司
区
白
野
江

電
甲
◎
竺
三
八

ご

家

庭

の

生

活

設

計

に

怖

易

保

険

に

加

入

し

ま

し
ょ
う

郵
政
省
で
は
、
十
二
月
末
日
ま
で
会

国
的
に
「
嘗
保
険
新
加
入
通
勤
」
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

農
険
は
、
国
民
生
清
の
安
定
と

福
祉
の
増
進
に
役
立
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
保
険
料
は
、
佃
旭
箪
金
と
し
て
国

や
地
畜
体
に
融
敬
さ
れ
て
い
ま

す
。
水
港
町
で
も
、
こ
の
東
金
の
穣
立

会
か
－
鼠
資
を
っ
け
、
小
甲
学
校
、
町

営
住
宅
の
建
設
な
ど
に
利
用
し
て
い
ま

す
。簡
易
保
険
は
無
診
査
で
加
入
で
き
、

お
子
様
の
ど
進
撃
密
会
、
緒
婚
繁
華

不
測
の
災
事
へ
の
準
備
金
、
老
後
の
生

活
資
金
に
と
利
用
で
き
、
生
清
設
計
に

安
全
、
確
実
な
保
懐
で
す
。

こ
の
機
会
に
加
入
萱
つ
ね

す
す
め
ー
「
ま
す
‥
ヽ

折
尾
郵
便
局

ｌ
・
ん
ｌ
ド
は
す


